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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 4,966 20.7 638 221.6 626 209.2 433 231.7

2024年３月期第１四半期 4,114 24.9 198 68.3 202 64.7 130 90.4

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 424百万円（171.1％） 2024年３月期第１四半期 156百万円（123.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 44.96 －

2024年３月期第１四半期 13.55 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 17,763 7,014 39.5

2024年３月期 18,620 6,991 37.6

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 7,020百万円 2024年３月期 6,996百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 42.00 42.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 9,600 11.9 850 24.2 850 22.3 570 26.1 59.17

通期 21,500 3.3 2,000 9.6 2,000 9.0 1,350 4.1 140.14

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 11,580,000株 2024年３月期 11,580,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 1,946,696株 2024年３月期 1,946,696株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 9,633,304株 2024年３月期１Ｑ 9,633,304株

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無
③  会計上の見積りの変更                        ：無
④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項　（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、株式給付信託が保有する当社株式（2025年３月期１Ｑ414,100株、2024年３月期
414,100株）が含まれております。また、期中平均株式数には、その計算において控除する自己株式に当該
株式を含めております。なお、2025年３月期１Ｑ及び2024年３月期１Ｑにおける当該株式の期中平均株式数
は、414,100株及び414,100株であります。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概要　（３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概要

（１）当四半期の経営成績の概要

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、堅調な企業業績や雇用情勢・所得環境の改善により、緩や

かな持ち直しの動きが見られたものの、物価上昇による実質賃金の減少、ウクライナ・中東の地政学的リスクや原

材料・エネルギー価格の上昇、金利・為替の変動など、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く経営環境におきましては、国土交通省の2024年度当初予算は前年度と同水準にて決定さ

れ、建設業の2024年問題に対し有効活用が期待されているプレキャスト工法の推進も活発になると予測されます。

また、防衛省の2024年度当初予算は前年度比17.0％増となっており、九州・沖縄方面を始め当社の事業エリアであ

る関東・東北地区でも防衛省関連事業が期待される状況下にあります。そのほか、当社の本店所在地である熊本県

内では、半導体関連産業の集積に伴う産業用地の整備や周辺道路の交通渋滞改善に向けた道路整備等の公共事業投

資に加え、関連産業の工場建設や住宅供給等の民間設備投資も多く計画されております。

　このような状況のもと、当社グループは、建設業界の人手不足や働き方改革に対応できるプレキャスト工法の需

要増を見据えて製品供給体制の強化を図るとともに、新設した品質保証室を中心に技術本部や製造部門と連携し、

顧客が求める高品質へのニーズにも応えるべく取り組んでおります。また、雇用・所得環境の改善を目的とした賃

金の上昇に加え、物価上昇圧力による原材料並びに資材・経費の価格上昇や高止まりも継続されることが予想さ

れ、これらに伴うコストアップへの対処として、利益率の改善や販売価格への転嫁にも取り組んでおります。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は49億６千６百万円（前年同四半期比

20.7％増）、営業利益は６億３千８百万円（前年同四半期比221.6％増）、経常利益は６億２千６百万円（前年同

四半期比209.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億３千３百万円（前年同四半期比231.7％増）とな

りました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①土木用セメント製品事業

　当第１四半期連結累計期間におきましては、大型コンクリート構造物のプレキャスト化の普及拡大を推進すべ

く、継続的かつ意欲的な営業活動に努め、国や各地方自治体の防災・減災、国土強靭化の動きにも適宜対応してお

ります。また、自社製造品の売上割合増加による利益率の改善を目指し、営業・工場の連携をより一層深め、製品

供給体制の強化を図るとともに、製造の効率化と利益率向上に取り組んでおります。

　この結果、売上高は37億２千８百万円（前年同四半期比23.4％増）、営業利益は７億１千８百万円（前年同四半

期比79.8％増）となりました。

　なお、当社グループの土木用セメント製品事業は、公共事業の発注と関連性があり、主として下半期（第３四半

期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間）に売上が集中するため、通常、第１四半期連結会計期間及び第２四

半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べて低くなる傾向にあります。

②建築用セメント製品事業

　当第１四半期連結累計期間におきましては、建設現場における人手不足の常態化や働き方改革による４週８休等

が浸透しつつある中、これらに対応できる建築用コンクリート製品の強みを活かしながら、回復基調にある民間建

設投資の動きに臨機応変に対応するとともに、安定的な受注の確保による工場生産量の平準化を徹底し、労務費上

昇や資材価格高騰などによるコストアップを吸収すべく原価低減を図っております。

　この結果、売上高は10億９千５百万円（前年同四半期比16.5％増）、営業利益は１億６千万円（前年同四半期比

1,471.5％増）となりました。

③その他の事業

　当第１四半期連結累計期間の不動産関連事業におきましては、物価高や金利上昇並びに半導体工場周辺における

地価高騰など、住宅の購買意欲に懸念材料もみられる中、環境の激しい変化に柔軟に対応するとともに、自社分譲

地の開発や販売を促進しております。また、主な集客拠点である総合住宅展示場及び複数展開する建売モデルハウ

スへ効率的に誘導するなどインサイドセールスを強化しております。

　この結果、売上高は１億４千２百万円（前年同四半期比5.6％減）、営業損益は１千万円の損失（前年同四半期

は７百万円の損失）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概要

　総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ８億５千６百万円減少の177億６千３百万円となりました。こ

れは主に、受取手形、売掛金及び契約資産が７億８千４百万円、現金及び預金が５億６千７百万円それぞれ減少し

たことによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ８億７千８百万円減少の107億４千９百万円となりました。これ

は主に、支払手形及び買掛金が５億４千６百万円、未払法人税等が２億５千５百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２千２百万円増加の70億１千４百万円となりました。これは主

に、剰余金の配当により利益剰余金が４億１百万円減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益が４億３

千３百万円となったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の業績予想につきましては、現時点では2024年５月９日付の「2024年３月期　決算短信」にて公表

いたしました予想値を据え置き、今後の市況や業績動向等を踏まえ修正が必要と判断した場合には速やかに開示す

ることといたします。

　なお、当社グループの土木用セメント製品事業は、公共事業の発注と関連性があり、主として下半期（第３四半

期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間）に売上が集中するため、通常、第１四半期連結会計期間及び第２四

半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べて低くなる傾向にあり、今後も同様の理由

により季節的変動が予想されることから、業績を判断する際には留意する必要があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,098,949 1,531,170

受取手形、売掛金及び契約資産 5,863,700 5,079,288

電子記録債権 1,280,711 1,555,553

商品及び製品 1,910,244 2,092,904

未成工事支出金 33,908 60,066

原材料及び貯蔵品 524,338 531,099

その他 140,487 169,203

貸倒引当金 △1,454 △1,246

流動資産合計 11,850,885 11,018,039

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,078,345 1,063,032

土地 3,439,142 3,432,182

その他（純額） 1,163,862 1,200,905

有形固定資産合計 5,681,350 5,696,121

無形固定資産 123,129 121,277

投資その他の資産

投資有価証券 391,582 378,432

その他 591,611 568,486

貸倒引当金 △18,481 △18,441

投資その他の資産合計 964,713 928,477

固定資産合計 6,769,193 6,745,875

資産合計 18,620,078 17,763,915

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,970,589 2,424,065

電子記録債務 3,794,554 3,863,263

短期借入金 1,315,808 1,307,559

未払法人税等 439,240 183,972

賞与引当金 314,715 442,047

役員賞与引当金 61,875 61,875

その他 1,148,699 971,554

流動負債合計 10,045,482 9,254,336

固定負債

長期借入金 829,712 739,688

役員株式給付引当金 78,468 82,995

退職給付に係る負債 410,799 405,922

その他 263,756 266,398

固定負債合計 1,582,735 1,495,004

負債合計 11,628,218 10,749,340

純資産の部

株主資本

資本金 1,752,040 1,752,040

資本剰余金 750,178 750,178

利益剰余金 4,742,827 4,774,011

自己株式 △351,852 △351,852

株主資本合計 6,893,193 6,924,377

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 161,028 151,341

退職給付に係る調整累計額 △57,480 △54,747

その他の包括利益累計額合計 103,547 96,594

非支配株主持分 △4,880 △6,397

純資産合計 6,991,860 7,014,574

負債純資産合計 18,620,078 17,763,915

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 4,114,643 4,966,886

売上原価 3,175,406 3,519,046

売上総利益 939,237 1,447,840

販売費及び一般管理費 740,815 809,697

営業利益 198,421 638,142

営業外収益

受取利息 17 14

受取配当金 3,431 4,172

受取賃貸料 8,210 7,499

受取保険金 － 219

貸倒引当金戻入額 172 247

固定資産売却益 1,237 119

その他 1,337 1,794

営業外収益合計 14,408 14,066

営業外費用

支払利息 3,984 4,173

手形売却損 611 577

固定資産除売却損 3,008 17,589

その他 2,451 2,971

営業外費用合計 10,056 25,312

経常利益 202,773 626,897

税金等調整前四半期純利益 202,773 626,897

法人税、住民税及び事業税 61,335 169,753

法人税等調整額 10,561 25,580

法人税等合計 71,896 195,334

四半期純利益 130,876 431,562

非支配株主に帰属する四半期純利益 303 △1,517

親会社株主に帰属する四半期純利益 130,573 433,080

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 130,876 431,562

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,657 △9,686

退職給付に係る調整額 3,093 2,733

その他の包括利益合計 25,751 △6,952

四半期包括利益 156,628 424,610

（内訳）

非支配株主に係る四半期包括利益 303 △1,517

親会社株主に係る四半期包括利益 156,325 426,127

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 6 -

㈱ヤマックス（5285）　2025年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しています。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20

－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っています。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しています。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡

及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっています。なお、当該会計方針の変更による前年四半

期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（表示方法の変更に関する注記）

（四半期連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めていた「電子記録債

権」は、金額的重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より独立掲記することといたしました。この

表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表上の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形、売掛金及び契約資産」

に表示していた7,144,412千円は、「受取手形、売掛金及び契約資産」5,863,700千円、「電子記録債権」

1,280,711千円として組替えております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該

原価差異を流動負債（その他）として繰り延べております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

土木用セメ
ント製品

建築用セメ
ント製品

計

売上高

外部顧客への
売上高

3,022,869 940,711 3,963,581 151,062 4,114,643 － 4,114,643

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

140 283 423 － 423 △423 －

計 3,023,010 940,994 3,964,005 151,062 4,115,067 △423 4,114,643

セグメント利益
又は損失（△）

399,541 10,243 409,785 △7,915 401,869 △203,447 198,421

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

土木用セメ
ント製品

建築用セメ
ント製品

計

売上高

外部顧客への
売上高

3,728,826 1,095,472 4,824,299 142,586 4,966,886 － 4,966,886

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 462 462 － 462 △462 －

計 3,728,826 1,095,935 4,824,762 142,586 4,967,349 △462 4,966,886

セグメント利益
又は損失（△）

718,193 160,975 879,169 △10,390 868,779 △230,636 638,142

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない不動産関連事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△203,447千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない不動産関連事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△230,636千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

受取手形割引高 358,966千円 316,352千円

受取手形裏書譲渡高 221,991 42,433

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

電子記録債権割引高 453,916千円 613,289千円

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

２　電子記録債権割引高

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 76,411千円 83,927千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
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